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＜審査結果の要旨＞  

 

１．主論文 

  本研究の目的は、認知症患者の退院をめぐる職種間連携におけるコミュニケーションの困難さを

軽減するために職種間のコミュニケーションギャップを明らかにすること、またコミュニケーショ

ンギャップを埋めていく為の示唆を得ることである。方法は、医師、看護師、医療ソーシャルワー

カー、ケアマネジャー、訪問看護師ら 18 名を対象にインタービューを行い、各職種 500 名、合計

2,500名を対象にアンケートを実施し 401名（回収率 16.0％）から回答を得た。その結果、コミュ

ニケーションギャップを『情報ギャップ』、『認識ギャップ』、『感情ギャップ』に分類し、各ギャッ

プを埋める方法を総合的に考察した。 

  なお、本研究は、国際医療福祉大学倫理員会の承認(16-Ig-84)を受けて実施しており倫理的問題

はない。また、新奇性は職種間連携におけるコミュニケーションの困難さを、3 つのコミュニケー

ションギャップに明確に分類したこと、それぞれが生じる背景を考察し改善する方法を提案したこ

とにあり、高度な職種間連携が求められる地域包括ケアシステム構築の推進に貢献する研究として

高く評価できる。 

 

２．審査経過 

審査会は 1回開催し、初回審査で、主題、用語の定義、研究限界などについて論文の修正を求め

たところ適切に修正された。 

 

３．口頭試問の結果 

  各審査員からの指摘に適切に回答し、論文の修正内容についても適切に理解した。 

 

以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（介護福祉・ケアマネジメント学）の

学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。 
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